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調査概要

⚫目的
ビジネスマナーの現代における変化を把握し、研修として展開す
ることで企業のマネジメント・人材育成・定着など企業力の向上に
寄与する

⚫対象
18~60歳の、企業で正社員として働く人

⚫方法
インターネット調査

⚫期間
2022/03/25～3/27（3日間）

⚫有効回答数
600人
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調査概要
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主任・係長クラス

12.2%
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従業員規模



仕事の進め方、考え方について
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対象者全員に、自身の仕事の進め

方や、仕事に対する考え方が、提示す

るどちらに近いかをきいた。

時間外労働については、「出来るだ

けしないほうが良い」A側とした割合

が29.2％だった。「どちらかと言え

ばAに近い」も含めれば、7割弱が時

間外労働はしないほうが良いと考え

ている。

29.2%

26.7%

23.8%
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18.8%
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16.7%
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25.3%
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26.2%

28.7%

32.0%

28.5%

31.0%

33.5%

41.0%

37.5%

41.3%

52.7%

7.3%

4.7%

3.8%

5.8%

5.0%

5.8%

6.2%

7.3%

11.8%

8.3%

14.0%

19.5%

12.3%

0% 50% 100%

時間外労働はできるだけ
しないほうが良い

定時に自分の仕事が終わっ
ていれば仕事を終えて帰る

のは当たり前だ

業務時間内に効率的に進める
ことで質を高めたい

仕事は締切に余裕を
もって終わらせる

主に仕事の成果・実績で
賃金が上がる賃金制度がよい

電話は相手の時間を奪うものだ

使えない機材やソフトがあって
も、自分で調べたり人に聞いて

自分で対処する方だ

慣習的な仕事も改善の余地を
探すように心がけている

業務中に使用するアプリやツール
について、使い方を聞かれる方だ

労働生産性が低いなら、利益が
上がっている業務でも思い切っ

て切り捨てることが必要だ

仕事を進める際には、自分の時給・
仕事単価を考えて取り組んでいる

仕事がきちんとできていれば、
身だしなみは気にしない

仕事は、出来が良くて遅いよりは、
出来は悪くても速いほうがよい

仕事の進め方、考え方について

Ａに近い どちらかと言えばＡに近い どちらかと言えばＢに近い Ｂに近い

仕事が終わらないなら時間外労働もい
とわない

定時で自分の仕事が終わっても、周りが終
わっていなければ他者（同僚・上司）の仕事を
手伝うべきだ

仕事の質を高めるためには時間をじっ
くりかけたい

仕事は期日までに完了すればよい

主に年功序列で賃金が上がる賃金制度
がよい

電話は相手の時間を奪うものとは思わ
ない

使えない機材やソフトがあったら、使え
る人に頼んでやってもらう方だ

慣習的な仕事だと、特に疑問を感じずに
取り組みがちだ

業務中に使用するアプリやツールについ
て、使い方を聞く方だ

労働生産性が低くても、利益が上がって
いる業務なら継続した方がよい

仕事を進める際に、自分の時給・仕事単
価は考えていない

身だしなみを整えることも、仕事の一つ
だ

仕事は、速くて出来が悪いより、遅くて
も出来が良いほうがよい

A B



効率的に働くために重視していること
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対象者全員に、効率的に働くために重

視していることがあるかをきいた（最大

3つまで複数回答）。

最も多かったのは「納期・締め切りまで

のスケジュールをしっかり組む」で

29.8％、次いで「身の回りの整理整頓

をする」が26.0％、「仕事に関する情報

を共有し合う」が25.8％となった。日々

取り組む業務が、滞りなく進められるよ

うに心がける項目を中心に、上位に上

がった。

「定期的に業務フローを見直す」は

14.0％で、選択肢の中では最も割合が

小さかった。

29.8%

26.0%

25.8%

24.0%

21.3%

21.0%

20.3%

18.7%

18.3%

14.0%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

納期・締切までのスケジュー
ルをしっかり組む

身の回りの整理整頓をする

仕事に関する情報を共有し合う

実務に関するスキル・
知識を身につける

事前に周囲と仕事の
進め方を確認しておく

適宜休憩をとる

仕事の目的や背景を
きちんと理解しておく

役割分担を明確にする

仕事に関する情報収集をする

定期的に業務フローを見直す

その他

効率的に働くために重視していること(最大3つ複数回答）



会社や職場で問題と感じること

対象者全員に、会社や職場で問題と感じることがあるかどうかきいた（複数回答）。最も多かったのは「適

材適所で人材が配属されない」で21.3％、次いで「管理職のマネジメントスキル不足」が19.5％、「コミュニ

ケーション不足」が19.0％となった。何らかの問題を感じている人は、全体で約7割となった。

年代別にみると、「20代以下」はほかの年代に比べて「特にない」の割合が高く、問題と感じることはまだ

少ないようだ。部下や組織を管理する人も増えてくる「50～60歳」では、「管理職のマネジメントスキル不

足」（25.3％）に票が集まっており、このほか「新入社員・若手社員が育たない」（22.0％）や「中堅社員が育

たない」（18.0％）、「OJTの体制・OJT担当の指導方法が悪い」（12.0％）といった、教育環境に問題を感

じている人も多い。
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「仕事」は何に対して賃金・報酬が与えられるべきか

対象者全員に、「仕事」は何に対して賃金・報酬が与えられるべきと考えているかきいた（複数回答）。最も多かった

のは「その仕事が生んだ成果・利益」で51.5％、次いで「仕事そのもののクオリティの高さ」が45.7％、「コストパ

フォーマンスの良さ」が31.5％となった。

対象者の考えの一方、実際に勤務先での実態はどうなのかも合わせてきいた。最も多かったのは「その仕事が生ん

だ成果・利益」で33.5％、次いで「かかった時間」が32.2％、「仕事そのものの量」が21.0％となた。

「その仕事が生んだ成果・利益」については、「あなたの考え」「勤務先での実態」どちらにおいても最多だったが、割

合に18.0ptの差がある。また、「かかった時間」や「誰がやったか」は「あなたの考え」よりも「勤務先での実態」の方

が高い割合で、実態と考えにはズレがあることがわかる。
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あなたの考え 勤務先での実態



連絡によく使う方法

対象者全員に、普段連絡でよく使う方法を、連絡する対象者別にきいた（複数回答）。

「私生活」でよく使う連絡方法は、最多が「対面会話」で56.8％、次いで「チャット形式のメッセージアプリ」で

39.3％、「電話」が32.7％となった。「自分が所属する会社内」で最多になったのは「対面会話」で51.7％、次いで

「電子メール」の49.7％、「電話」の45.0％と続いた。「取引先等、社外」の人に対しては「電子メール」が49.5％、

「電話」が46.8％、「対面会話」が28.8％となった。

どの対象に対しても「対面会話」「電話」「電子メール」は半数程度の回答が集まったが、「取引先等、社外」に対して

は対面会話やメッセージアプリを選択する率が低かったり、会社内では「オンライン会議システム」が他よりも選ばれ

ている傾向がみられた。いずれの対象に対しても、「手紙、はがき、紙媒体」は低く、1割に満たなかった。
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連絡によく使う方法

私生活 自分が所属する会社内 取引先等、社外



「認められた」と感じる会社の反応
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対象者全員に、会社から「認められた」

とかんじるのはどんなときかをきいた

（複数回答）。

最も多かったのは「昇給する」で

42.3％、次いで「昇進、昇格」が

30.7％、「仕事を評価する言葉をかけ

られる」が26.2％となった。より責任あ

る立場になったり、給与の数値として目

に見える形で反応があると、「認められ

た」と感じやすいようだ。

一方、「教育訓練の機会やキャリアの

目標を与えてくれる」（5.2％）や、「今ま

で入っていなかった職場コミュニティに

入れてもらえる」（5.7％）、「新人や後輩

の教育を任される」（7.5％）に関するこ

とがあっても、会社から「認められた」と

感じる人はごく一部のようだ。

42.3%

30.7%

26.2%

21.8%

20.2%

18.0%

17.5%

15.3%

14.5%

10.5%

9.7%

9.0%

7.5%

5.7%

5.2%

23.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

昇給する

昇進、昇格

仕事を評価する言葉をかけられる

ねぎらいの言葉をかけられる

自分の意見や提案に耳を傾けてもらえる

責任ある仕事を任せてもらえる

色々な仕事を任せてもらえる

今後の期待感を表す言葉をかけられる

上司から意見やアドバイスを求められる

真剣に仕事のアドバイスをしてくれる

共有される情報の質や秘匿度が上がる

同僚・チームの取りまとめを任される

新人や後輩の教育を任される

今まで入っていなかった職場

コミュニティに入れてもらえる

教育訓練の機会やキャリアの

目標を与えてくれる

特にない

会社から「認められた」と感じるのはどんなときか（複数回答）



上司・先輩からされたことのある指導・注意・叱責
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対象者全員に、上司や先輩からされた

ことのある指導・注意・叱責に関して、

「実際にされたことがあるもの」（複数回

答）と、項目の中で「最も不快なこと」は

なにかをきいた。

実際にされたことがあることの中では、

「言っていることが毎回変わる」が最多

の36.0％、次いで「区長や態度が威圧

的」が30.5％、「人によって指導の内

容・態度・口調等が違う」が25.2％と

なった。一貫性のない指導が目立ってい

る。

「最も不快なこと」で最多となったのは

「言っていることが毎回変わる」で

17.8％、次いで「口調や態度が威圧的」

が15.2％、「その他」が13.7％、「正確・

人格を持ち出される・否定される」が

12.2％となった。「その他」に意見が集

まっていることから、選択肢としてあげ

た項目以外にも、それぞれで不快に感じ

ることがあるようだ。

36.0%

30.5%

25.2%

19.0%

18.7%

18.5%

18.5%

17.0%

17.0%

14.8%

10.7%

3.8%

29.3%

17.8%

15.2%

7.2%

4.7%

4.5%

5.7%

5.3%

12.2%

5.5%

4.8%

3.5%

13.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

言っていることが毎回変わる

口調や態度が威圧的

人によって指導の内容・

態度・口調などが違う

あれもこれも一度にたく

さんのことを指摘される

同じことを何度も繰り返し言われる

大声を出される

人前で指導される

性格・人格を持ち出さ

れる・否定される

相手の価値観や成功

事例を押し付けられる

過去の失敗をむし返される

性差や個人的事情に触れる

その他

上記のような言動で指導・

注意・叱責をされたことはない

上司・先輩からされたことのある指導・注意・叱責

実際にされたことがあるもの（MA） 最も不快なこと（SA）



部下や後輩に対して、叱れるかどうか
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一般社員を除く対象者全員に、部下や

後輩に対して、必要な時に叱れているか

どうかをきいた。「できている」が

11.3％、「どちらかと言えばできてい

る」が47.9％となり、できていると考え

ている人は6割弱となった。反対に、出

来ていないと考えている人は約4割と

なった。

上記の質問で「できていない」「どちら

かと言えばできていない」と回答した人

に、その理由をきいた（複数回答）。最も

多かったのは「ハラスメントと受け取ら

れるかもしれないから」で27.6％、次い

で「叱り方がわからないから」が22.4％、

「叱ると嫌われるかもしれないから」が

19.0％だった。ハラスメントに関する基

礎知識のほか、指導方法を知らないため

に適切な対処ができない人が多いよう

だ。

できている

11.3%

どちらかと言えばできている

47.9%

どちらかと言え

ばできていない

28.2%

できていない

12.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

部下や後輩に対して、必要な時に叱れているか

27.6%

22.4%

19.0%

17.2%

17.2%

13.8%

10.3%

8.6%

1.7%

19.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

ハラスメントと受け取ら

れるかもしれないから

叱り方がわからないから

叱ると嫌われるかもしれないから

叱ると本人のモチベーション

が下がるかもしれないから

叱っても本人に響かないから

叱ることが面倒だから

叱るタイミングを逃してしまったから

自分の役割ではないから

関係ないから

わからない

必要な時に叱ることが「できていない」「どちらかと言えばできて

いない」と回答した理由（複数回答）



指導・注意・叱責の際、気をつけていること

2022年ビジネスマナーに関する
アンケート調査 12

一般社員を除く対象者全員に、部下や

後輩を指導・注意・叱責する際、気をつけ

ていることに関してきいた。

「いつも気をつけている」が最も多

かったのは「男女問わず、相手に触らな

い」（42.3％）だったが、その一方で少

数ながら「全く気をつけていない」も最

も多く5.6％だった。

「いつも気をつけている」「だいたい気

をつけている」を合わせてみると、ほと

んどの項目が7割を超えていた。何らか

の注意をしながら指導するよう心がけて

いる人が多いようだ。

42.3%

31.7%

29.6%

28.2%

26.8%

26.8%

26.1%

23.9%

22.5%

21.8%

40.8%

52.8%

45.8%

52.1%

54.2%

52.8%

54.9%

51.4%

57.7%

45.8%

11.3%

13.4%

21.8%

17.6%

16.2%

17.6%

16.2%

21.1%

16.9%

28.9%

5.6%

2.1%

2.8%

2.1%

2.8%

2.8%

2.8%

3.5%

2.8%

3.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男女問わず、相手に触らない

業務の部分だけ指導し、性格や
人格には触れない・否定しない

過去の失敗を持ち出さない

自分の価値観や
成功事例を押し付けない

感情的にならず、冷静に
落ち着いた口調で話す

前回の指導や他の人への指導
との一貫性を意識する

口調や態度で威圧感を出さない
（言葉遣い・抑揚、腕を組まないなど）

何度も同じことを繰り返して言わない

一度に複数の指摘をせず、
伝える指摘事項を絞る

個室で指導する

部下や後輩を指導・注意・叱責する際、気をつけていること

いつも気をつけている だいたい気をつけている あまり気をつけていない 全く気をつけていない



他人と交流する際に意識していること

2022年ビジネスマナーに関する
アンケート調査 13

対象者全員に、他人と交流際に意識していること

を、交流する人の属性別にきいた（複数回答）。

「社会人として親密な関係を気づきたい相手に対

して」には、「相手の時間、タイミングを尊重した対応

をする」が35.5％、「敬語で話す」が24.5％、「ビジ

ネスに相応しい、かしこまった立ち居振る舞いを意識

する」が17.8％となった。

「自分より上の世代の人と交流するとき」には、

「敬語で話す」が35.7％、「相手の時間、タイミング

を尊重した対応をする」が28.3％、「ビジネスに相

応しい、かしこまった服装・装いをする」が18.0％、

「聞き役に徹する」が17.8％だった。

「自分より下の世代の人と交流するとき」には、

「相手がかしこまらず気楽に過ごせるような立ち居

振る舞いをする」が22.3％、「相手がかしこまらず

気楽に過ごせるような服装・装いをする」が20.5％、

「相手の時間、タイミングを尊重した対応をする」が

20.2％、「敬語を使わず、砕けた表現で話す」が

19.3％となった。

相手によって対応方法を変える人が多い一方で、

どんな相手に対しても「特に意識していることはな

い」という人も、それぞれ3割以上いた。

35.5%

16.0%

15.7%

5.2%

17.8%

6.3%

4.7%

24.5%

9.5%

13.0%

11.7%

8.5%

33.7%

28.3%

15.8%

18.0%

6.2%

17.3%

5.2%

3.2%

35.7%

6.5%

17.8%

10.2%

3.7%

34.0%

20.2%

12.3%

6.5%

20.5%

6.2%

22.3%

19.3%

9.2%

11.7%

10.3%

10.8%

6.0%

35.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

相手の時間、タイミングを

尊重した対応をする

時間はかかっても丁寧な

対応をする

ビジネスに相応しい、かし

こまった服装・装いをする

相手がかしこまらず気楽に過

ごせるような服装・装いをする

ビジネスに相応しい、かしこ

まった立ち居振る舞いを意識する

相手がかしこまらず気楽に過ご

せるような立ち居振る舞いをする

敬語を使わず、砕けた表現で話す

敬語で話す

積極的にこちらから話を展開する

聞き役に徹する

忖度せず、率直に

自分の考えを述べる

家族や恋人などプライベート

について話題にする

特に意識していることはない

時
間
、

タ
イ
ミ
ン
グ

服
装

立
ち
居

振
る
舞
い

敬
語

話
し
方
、

き
き
方

他

他人と交流する際に意識していること（複数回答）

社会人として親密な関係を築きたい相手に対して 自分より上の世代の人と交流するとき

自分より下の世代の人と交流するとき



現在の会社で受けたことがある教育・研修

対象者全員に、今現在働いている会社で受けたことがある教育・研修についてきいた（複数回答）。研修の中で最も多かった

のは「新入社員時の研修」で30.7％、次いで「ハラスメントに関する研修」が23.0％、「法務・コンプライアンスに関する研修」が

20.2％となった。現在の会社では教育・研修を受けたことがない「なし」を選んだ人は38.7％で、約4割だった。

企業の従業員規模別にみると、従業員規模が大きくなるにつれて、受けたことがると回答する割合が高くなる項目が多かっ

た。また、「29人以下」の企業では、「なし」が60.9％となり、企業規模によって教育・研修の機会に大きく差があることがわか

る。

2022年ビジネスマナーに関する
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30.7%

23.0%
20.2%

19.3%
17.3%

16.5%

16.3%

14.5%

11.7%
10.5%

10.5% 10.0% 9.8%

38.7%

17.4%

9.6% 7.0%
10.4%

4.3%

9.6%

6.1%
3.5%

7.0%
4.3%

4.3% 5.2%
2.6%

60.9%

22.8%

12.0%

6.5%

9.8% 7.6%

6.5%

13.0% 7.6%
6.5%

3.3%

7.6% 6.5% 6.5%

54.3%

24.1%

16.9%

12.0%

22.9%

9.6%

18.1%

16.9%

10.8%

6.0%

12.0%

9.6%

12.0%

3.6%

42.2%

34.7%

26.5% 27.6% 27.6%

16.3%

21.4%

15.3%

13.3%

15.3%
10.2%

11.2%
11.2%

15.3%

27.6%

42.0%

35.8%
33.0%

23.1%

32.1%

21.7%

23.6%
25.5%

17.0%

16.5% 15.1%
12.7%

15.1%
23.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

新
入
社
員
時
の
研
修

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
研
修

法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
関
す
る
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
知
識

若
手
社
員
（2

～5

年

目
）時
の
研
修

担
当
す
る
職
種
に
必
要

な
技
能
の
習
得

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
研
修

中
堅
社
員
（5

～1
0

年

目
）時
の
研
修

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（管
理
・

監
督
能
力
を
高
め
る
内
容

な
ど
）に
関
す
る
研
修

キ
ャ
リ
ア
形
成
に

関
す
る
研
修

思
考
法
・考
え
方
（ロ
ジ
カ

ル
・ク
リ
テ
ィ
カ
ル
等
）に

関
す
る
研
修

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
に
関
す
る
研
修

企
業
理
念
、
パ
ー
パ
ス

に
関
す
る
研
修

な
し

現在の会社でどのような教育を受けたことがありますか（複数回答）

全体 29人以下 30~99人 100~299人 300~999人 1,000人以上



自信のある社会人基礎力

対象者全員に、社会人基礎力の中で自信があるものは何かきいた（3つまで複数回答）。全体で最も多かったのは

「実行力」で26.3％、次いで「主体性」が21.2％、「傾聴力」が18.2％となった。一方で、「創造力」は2.8％で最も低

く、「あてはまるものはない」は33.0％となった。社会人基礎力の中でも、自信があるものと、そうでないものには、

かなり差があるようだ。

年代別にみると、「実行力」や「主体性」、「課題発見力」については、年代が上がるほど自信があるという人が増えた。

反対に、「傾聴力」や「働きかけ力」については、若い年代の人の方が自信があるという傾向がみられる。あくまで本人

が自負する項目であって、実際にその能力が相対的に優れているかは別であることに注意したい。

2022年ビジネスマナーに関する
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26.3%

21.2%

18.2%
16.3%

12.5% 12.2%

12.0%

10.0%

8.7%
8.3% 6.7%

2.8%

33.0%

23.3%

18.0%

19.3%

14.0%
10.7%

12.0%
14.0%

10.0%
8.7%

8.7%

6.0%

4.7%

35.3%

25.3%

18.7%
18.7%

16.7%

8.7% 10.0%

14.7%

6.7%

8.7%

11.3%

6.7%

0.7%

34.7%

28.0%

23.3%

18.7%
14.7% 13.3% 12.0%

10.0%
10.7%

8.7%

8.7%

6.7%

3.3%

31.3%
28.7%

24.7%

16.0%

20.0%

17.3%
14.7%

9.3%

12.7%

8.7%

4.7%

7.3%

2.7%

30.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

実
行
力
（目
的
を
設
定
し

確
実
に
行
動
す
る
力
）

主
体
性
（物
事
に
進
ん
で

取
り
組
む
力
）

傾
聴
力
（相
手
の
意
見
を

丁
寧
に
聞
く
力
）

柔
軟
性
（意
見
の
違

い
や
立
場
の
違
い
を

理
解
す
る
力
）

情
況
把
握
力
（自
分
と

周
囲
の
人
や
物
事
と
の

関
係
性
を
理
解
す
る
力
）

規
律
性
（社
会
の
ル
ー

ル
や
人
と
の
約
束
を

守
る
力
）

働
き
か
け
力
（他
人
に

働
き
か
け
巻
き
込
む
力
）

計
画
力
（課
題
の
解
決
に

向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
明

ら
か
に
し
準
備
す
る
力
）

発
信
力
（自
分
の
意
見
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
力
）

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
力
（ス
ト
レ
ス
の

発
生
源
に
対
応
す
る
力
）

課
題
発
見
力
（現
状
を

分
析
し
目
的
や
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
力
）

創
造
力
（新
し
い
価
値

を
創
造
す
る
力
）

あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

自身が身につけていると自負できるものは何ですか（自信のある能力を３つまで）

全体 20代以下 30代 40代 50～60歳



現在の生活における満足度や充実度

2022年ビジネスマナーに関する
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対象者全員に、現在の生活における満

足度や充実度をきいた。

「満足」が最も多かったのは「家庭生

活」で31.2％、次いで「健康状態」が

28.7％、「行っている仕事そのもの」が

23.7％と続いた。

「不満」が最も多かったのは「仕事に対

する賃金」で37.0％、次いで「会社から

のあなたに対する評価」が26.0％、「自

分が理想とするキャリアを積めているか

どうか」が25.8％となった。ほとんどの

項目で、半数の人は「わからない」を選択

していた。

31.2%

28.7%

23.7%

22.7%

21.2%

21.0%

17.2%

16.2%

11.8%

43.8%

43.0%

45.2%

49.5%

49.7%

47.0%

46.7%

39.7%

50.8%

17.0%

19.8%

22.8%

18.2%

20.0%

23.5%

26.0%

37.0%

25.8%

8.0%

8.5%

8.3%

9.7%

9.2%

8.5%

10.2%

7.2%

11.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭生活

健康状態

行っている仕事そのもの

仕事への取り組み姿勢

地域・個人の生活

会社や職場の環境

（風土・人間関係）

会社からのあなた

に対する評価

仕事に対する賃金

自分が理想とするキャリア

を積めているかどうか

現在の生活における満足度や充実度

満足 どちらとも言えない 不満 わからない



違和感を感じるビジネスマナーや慣習

2022年ビジネスマナーに関する
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対象者全員に、日頃何らかの違和感や、

もっと現代社会に合った形があるのでは

と感じる「ビジネスマナー」や「慣習」があ

るかをきいた（最大3つまで複数回答）。

意見がある中で最も多かったのは「職

場での暗黙のルール」で22.7％、次い

で「服装・身だしなみに関すること」が

19.0％、「仕事の取り組み方・進め方に

ついて」が16.8％となった。全体では、

約6割の人が何らかのことに対して意見

を持っているようだ。

様々な意見が上がる中、「特にない」と

いう人は39.0％となった。

22.7%

19.0%

16.8%

15.0%

14.5%

14.3%

11.7%

9.5%

8.0%

7.2%

0.5%

39.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

職場での暗黙のルール

服装・身だしなみに関すること

仕事の取り組み方・

進め方について

電話応対、メール等の

連絡手法について

季節の挨拶や贈答について

言葉遣いに関すること

上座・下座のルール

あいさつに関すること

訪問・来客応対

お辞儀、立ち居振る舞い

その他

特にない

何らかの違和感や、もっと現代社会にあった形があるのではと

感じる「ビジネスマナー」や「慣習」はあるか（最大3つ複数回答）



「ビジネスマナー」のとらえかた

2022年ビジネスマナーに関する
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対象者全員に、「ビジネスマナー」はど

んなものだと考えているかをきいた（複

数回答）。全体で最も多かったのは「相手

に不快な思いをさせないように気をつ

ける心配り」で36.2％、次いで「社会人

として当然の行い」が35.8％、「良好な

人間関係を構築する手段」が31.5％と

なった。「売上に繋げるためのテクニッ

ク」（9.2％）や、「古くからある慣習」

（15.7％）といった意見を持つ人は少な

かった。

年代別に見てみると、「20代以下」で

は「自分が恥をかかないように身につけ

るもの」（28.7％）が他の年代と比べて

高かった。「50～60歳」では、多くの項

目で他の年代よりも高い割合となってお

り、ビジネスマナーに対して様々な条件

を前提にしているようだ。

36.2%

35.8%

31.5%

30.5%

27.8%

23.0%

21.7%

17.3%

16.7%

15.7%

9.2%

34.0%

30.0%

27.3%

26.0%

23.3%

25.3%

28.7%

16.7%

19.3%

16.7%

9.3%

32.0%

28.0%

34.0%

30.7%

27.3%

27.3%

22.7%

16.7%

8.7%

19.3%

10.7%

37.3%

40.0%

32.0%

30.7%

28.7%

22.0%

20.0%

18.0%

20.7%

14.7%

12.7%

41.3%

45.3%

32.7%

34.7%

32.0%

17.3%

15.3%

18.0%

18.0%

12.0%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

相手に不快な思いをさせな
いように気を付ける心配り

社会人として当然の行い

良好な人間関係を
構築する手段

相手へ敬意を示す
表現のひとつ

誰かと仕事をするとき、
より円滑に事を進める
ために身につけるもの

自分が信頼を
獲得するためのもの

自分が恥をかかないよう
に身につけるもの

相手を信用するための
判断基準

会社のイメージを
良くする手段

古くからある慣習

売上に繋げるための
テクニック

「ビジネスマナー」とはどんなものだと考えるか（複数回答）

全体 20代以下 30代 40代 50～60歳



相手にもビジネスマナーを求めるか
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対象者全員に、社会人として交流する

相手にもビジネスマナーを求めるかきい

た。

全体では、「きちんとしたビジネスマ

ナーを求める」が17.3％、「最低限のビ

ジネスマナーは守ってほしい」が

56.7％、「特に求めない」が26.0％と

なった。「最低限のビジネスマナーは守っ

てほしい」も含めると、7割以上の人が

ビジネスマナーを相手にも求めているよ

うだ。

性別にみると、男性では「特に求めな

い」が30.7％となり、女性よりも

9.4pt高くなった。

年代別にみると、年代が若いほど「特

に求めない」割合が高く、年代が上がる

につれて「最低限のビジネスマナーは

守ってほしい」の割合が高くなった。

17.3%

14.3%

20.3%

13.3%

20.0%

19.3%

16.7%

56.7%

55.0%

58.3%

48.0%

52.7%

60.7%

65.3%

26.0%

30.7%

21.3%

38.7%

27.3%

20.0%

18.0%
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あなたは、相手にもビジネスマナーを求めますか

きちんとしたビジネスマナーを求める 最低限のビジネスマナーは守ってほしい

特に求めない
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対象者全員に、仕事を進める上で、ビジネ

スパートナーに求める条件はどんなものが

あるかをきいた（複数回答）。

「同じ会社の人」に対して最も多かったの

は「気持ちよく仕事を進められる気配り」で

41.8％、次いで「仕事を素早く進める技

術」が30.8％、「大概の理解をより深めよ

うとする誠実さ」が28.5％となった。

「取引先のお客様」に対して最も多かった

のは「互いの理解をより深めようとする誠

実さ」で25.2％、次いで「気持ちよく仕事

を進められる気配り」が24.5％、「仕事を

素早く進める技術」が18.5％となった。

いずれの相手にも、何らかの条件を求め

ている人が多いが、「同じ会社の人」に対し

てはより多くの条件を求めているようだ。そ

れぞれ複数選択の平均回答個数は、「同じ会

社の人」では3.10、「取引先のお客様」では

2.13となった。
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深めようとする誠実さ

限られた時間を
無駄にしない生産性

先を読んで物事
を進める行動力

携わる職務の専門知識

自分とは違う
価値観・モノの見方

より良いアイディアは
ないか探る提案力

価値観や判断基準の近さ

会話から課題を
発見できる質問力

縁をつなげようと
努力する営業力

新しい価値を
生み出す創造力

市場ニーズを把握する
情報収集力・分析力

その他

ビジネスパートナーに求める条件（複数選択）

同じ会社の人 取引先のお客様
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